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村民スキー大会
２月15日(土)、競技に参加した選手は21名。

雪混じりの強い風が吹くなか、震えて見守るお

母さんを尻目に子どもたちは元気いっぱいでし

た。
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村職員の給与公表します

職員の給与は、国家公務員および他の地方公共団体との均衡などに配慮し

ながら、条例で定めることになっています。

皆さんに職員の給与と定員の実態を知っていただくため、そのあらましを

お知らせします。

１　人件費の状況（普通会計決算）

特別職(村長、議員など)と、一般職(常勤の事務職員など)の給与等人件費

です。

区分 住民基本台帳人口 歳出総額 実質収支 人件費 人件費率

13年度 辻8 人　　2 心 町 叩　 川 研 円　ｴ7 皿 円　　26 ↓％

２　職員給与費の状況（普通会計当初予算）

平成14年度一般会計当初予算に一般職の給与費として、5億2,764万円を計

上しています。給与は給料と手当で、手当には期末手当、勤勉手当、扶養手

当、管理職手当等があります。

区分 職員数

給　　　 与　　　 費

一人当たり給与費

給　　 料 手　　 当 合　　 計

14年度 81 人　　345 浦祁千円　　　181,994 千円　　　527,640 千円　　　　6,514 千円

３　職員の初任給の状況

区　 分 大学卒 短大卒 高　　 卒

一般行政職 171,500円　L↓9心㈲円　139,5 ㈲円

技能労務職　　　　　　　　　　　　　135.9 ㈲円

医療職（保健師） 1汗 川 円

４　職員手当の状況・　　　　 ’ｌ ●ｙ Ｖ 八　 ●　- ’ Ｗ　 ●ｆ 丶 ｆ ダW

区　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1. 祁 月 分　　　　0.6 月 分

‾匸　　 ‾‾

1.55 月 分　　　　0.  55 月 分

0.50 月 分

一一一一　　－　　　　　　　　 一一　・　　　　　　　 －　--一一　㎜㎜㎜㎜㎜

3.50 月 分　　　1.15 月 分

12月期

３月期

合　計
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５ 級 別 職 員 数（平成14年４月１日現在／合計54人）

一般行政職の職員に適用される行政職給料表は８級からなっており、それ

ぞれの職務に応じて格付けされます。

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 5 級 ６級 ７級 8 級

主な職 主事　　　　主事　　　　工事　　　　れ査
｜
｜］Iiﾓ仟 主 査　 班 長 ・ 主 幹　 副 参 こ事　 ’ 参 事

職員数
｜

３人　　　　　３人　　　　　８人　　　　　３人　　　　　１人　　　　　28人　　　　　３人　　　　　５人

構成比 5. 6%　　　5.  6% 14.8%　　　5.6%　　　1.8%　　　51.8%　　　5.  6%　　　9.2%

６　特別職の報酬等

区分

給料月額

期末手当

H. 14. 4 ～12 H. 15. 1 ～

村　長 750,000円 730, 000円　　６月期　1.45月分

助　役 596,000円　1　580,000円　12 月期　1.55月分

収入役 566, 000円　　550,000 円　 ３月期　0.50月分

教育長 525,000円　　510,000 円　 合　計　3.50月分

区分 報酬月額 期末手当

議　 長
i

282･000 円　 ６月期　1.45 月分

12月期　 凵55 月分
236,000 円　 ３月期　0.50 月分

225,000 円　 合　 計　3.50 月分

副議長

笹色　　E ヨ哦　 貝

７　部門別職員数の状況

機構改革と組織の再編にとも

ない、部門回において大幅な増

減がありました。

区分 部　　　門
職員数(人) 対前年

増減数13年度 14年度

一

般
行

政
部
門

議会･総務･企廁 22　11　　31　1　　　9

税　　　 務 ３ ３　　 ０

住民・福祉 161　18　2

農林・商工 10　　10　 △1

土　　　 木 ５　　　３　 △２

小　　　　計 56　　65　　9

特別 教　　　 育 18　　13　 △5

公
営
企
業等

その他事業 ３　　 ２ △１

水 道 事 業 ３　　 ２　 △１

小　　　　計 ６　　 ４　 △２

合　計 80　　82　　2

８　定員適正化の年次別進捗状況
(実績)

区分 部　　　門
平成11年度

(計甜 年) 12年 13年 14年 増減

一

般

行

政

議　　　　会
Ｉ　　　　Ｉ

２　　 ２　
１　

２　１　 ２　　 ０

総務・企画 17　　18 20　29　12

税　　　 務 ３　　 ３　１　３　　 ３　　 ０

農水・商工 13　　1 卜　10　　10 ・ △3

‾’　　　　！　　　　　　’　　　　’4　 ’’‾‾‾‾’’･六

５　 ｊ　 ５　　　 ５　　　 ３　 △ ２土　　　 木

住民・福祉 19　　18　　16　　18　 △1
一一　一一一一一

59　　59　　56　　65　　6小　　　 計

教　　　 育 19　　19　　18　　13　 △6

公
営
企
業

その他事業 １　　　１　　 ３　　 ２　　 １

水　　　 道
３　　 ３　　 ３　　 ２　 △ １

４　　 ４　　 ６　　 ４　　 ０

㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　 ㎜-一一 一一　　　　--　 －　－　　　 〃　　　　 一　 中

82　　82　　80　　82　　0

小　　　 計

合　計

3　●職員の給与公表



むらの

できごと

あれこれ
いい汗かいてボランティア

１月25日(土)、蓬中生か除雪のボランティ

ア活動を行いました。

作業したのは、一人暮らしのお年寄りの

家や駅、スクールバス停の周辺など。いく

つかのグループにわかれて各自治会の民生

委員さんとともにそれぞれの場所へ行き、

力を合わせて雪片づけをしました。雪片づ

けをしてもらったおばあちゃんは、｢１人

だとなかなかできないから助かりました｣

とうれしそうに話してくれました。蓬中生

の皆さんお疲れさまでした。一生懸命だから寒くないんでしょうか？　素足です↑

今年1年の防災を祈念して

２月２日(日)、村消防団(八幡敏雄団長)の

初午祭( 出初め式) が行われました。

東つがる農協米倉庫前に整列した団員130

名は、柿畸誠副団長総指揮のもと、古川村長

や八幡団長から検閲を受けました。

続いて、役場まで分列行進を行い、機械器

具点検のあと、優良分団として第１分団(中

沢)が表彰されました。

最後に吉田初男前団長の講評、八幡団長の

訓示を受け、団員一同は災害から住民の生命、

財産を守るため決意を新たにしました。

姿勢も表情もキリリと引き締まっていました

●むらのできごとあれこれ　４



蓬田村農業の生き残りをかけて

２月４日（火）より３日間にわたり、水田

農業集落座談会が村内３会場で行われました。

初日の蓬田保育所 には、中沢、長科地区か

ら住民14 人が集 まりました。関係者の説明を

聞き、疑問な点への質問や、こ れからの村の

農業に対する取り組みについて、意見が出さ

れました。生活に関わる切実な問題なだけに

真剣なやりとりが交 わされました。

担当者の話に聞き入る住民たち

大にぎわい！白鳥まつり

２月９日出) 、マルシェで白鳥まつりが行

われました。

10時の始まりとともにたくさんの家族連れ

が訪れ、温かい豚汁が振る舞われました。宝

探しゲームや雪上つな引き、どっぷ引きなど、

趣向を凝らしたゲームが行われたほか、野菜

や加工品などが安く売られ、600人を超える

人でにぎわいました。

また、王松海岸では集まった人たちが白鳥

にえさをやったり、記念撮影をしたりしてい

ました。

「どっぷ引き」何があたるかなー

お互いに何でも話し合いましょう

２月15日（土）、ふるさと総合センターで

「『青少年を育てる地域づくり』巡回フォーラ

ム・ＩＮ・よもぎた」が開催されました。

「大事にしよう!!子どもの気持ち。聞いて

みよう!!大人の考え」と題し、村内の中高生

10名と大人の意見交換が行われました。日ご

ろ、家族や地域に対して感じている好きなと

ころ、いやなところなど子どもたちの率直な

意見に 集まったお父さんお母さんが苦笑い…

という場面も。親の立場からの考えや子ども

たちへの思いも話され、お互いの気持ちを確

認できた有意義な時間でした。
お父さん、お母さんには耳の痛い意見も…

5　●むらのできごとあれこれ
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蓬
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。
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こ
と
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あ
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も
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だ
ろ
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。
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、
意
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多

い
と
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。
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青
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。
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け
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ば
打
ち
研
究
会
を
立
ち

上
げ
た
の
が
、
昨
年
９
月
。

同
じ
こ
ろ
、
生
産
量
日
本
一
と

い
う
、

北
海
道
幌
加
内
町
を
訪
れ
た
。
山
奥

の

人
口
わ
ず
か
３
千
人
の
小
さ
な
町
だ
が
、

そ
こ
で
催
さ
れ
る
そ
ば
の
ま
つ
り

に
は

お
よ
そ
３
万
人

が
訪
れ
る
と

い
う
。
会

員
８
名
の
う
ち
、
ほ
と

ん
ど
が
半

ば
強

引

に
誘
わ
れ
て
研
究
会
入
り
し
た
と

い

う
こ
と
だ
が
、
ち
ょ
う

ど
そ
の
ま

つ
り

に
行

っ
た
こ
と
で
そ
ば
打
ち
に
対
す

る

思
い
が
深
ま
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あ

る
日
曜
日
、
会
員

が
集
ま
っ
て
そ

ば
を
打
つ
と
聞
き
、
試
食
で
き

る
か
も

と
軽

い
気
持
ち
で
伺
う
と
、
見
て

る
だ

け
で
な
く
や
っ
て
み
た
ら
？

の
声
。
初

め
て
そ
ば
打
ち
を
体
験
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使
う
の
は
も
ち
ろ
ん
蓬
田
産
の
そ
ば

粉
。
粉
に
水
を
回
し
、
練
り

、
の
し
、

切
る
。
と
一
口
に
言
う
が
、
粉
を
前
に

四
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八
苦
。
初
心
者
に
は
コ
ツ
が
つ
か

め
ず
、
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の
に
じ
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大
変
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で
あ

る
。
あ
ま
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ゆ
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く
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し
て
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え
、
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に
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り

打
ち
た
て
、
ゆ
で
た
て
は
お
い
し
い
。

自
分
で
打
っ
た
と
な
る
と
そ
の
お
い
し

さ
は
ま
た
格
別
。
会
員
も
「
打
ち
た
て

を
食
べ
る
と
ほ
か
の
そ
ば
は
食
べ
ら
れ

な
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
そ
の
感
動

が
ま
た
次
の
そ
ば
打
ち
へ
の
意
欲
と
な

る
。と

に
か
く
何
度
も
打
つ
こ
と
が
上
達

へ
の
道
。
都
合
が
つ
け
ば
集
ま
り
、
練

習
を
重
ね
、
腕
を
磨
い
て
い
る
。
と
き

に
は
、
村
の
特
色
を
出
し
て
み
よ
う
と

ヨ
モ
ギ
の
粉
末
や
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
を

加
え
て
変
わ
り
そ
ば
に
挑
戦
す
る
こ
と

代
表
の
吉
田
修
さ
ん
（
中
沢
）
に
こ
れ

か
ら
の
目
標
を
聞
い
た
。

「
今
週
う
ま
く
い
っ
て
も
、
来
週
も
ま

た
う
ま
く
い
く
と
は
隕
ら
な
い
の
が
そ

ば
打
ち
の
難
し
い
と
こ
ろ
。
今
は
目
標

と
い
う
よ
り
、
常
に
い
い
状
態
の
そ
ば

を
打
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
」
。

す
っ
か
り
は
ま
っ
て
、
マ
イ
包
丁
や

マ
イ
こ
ね
鉢
を
そ
ろ
え
て
し
ま
う
気
持

ち
が
わ
か
っ
た
気
が
し
た
。

そば打ち
ただいま
修行中

そば打ち研究会

〈問い合わせ先〉

役場産業振興課　農業班　森

02  7-2  1 13

カラ ーで お見 せで きな いの が残 念。

トマ トピ ュ ーレ 入りは

ほん のり ピン ク色。（写真 ：上）

自称 名人（?! ）と言 う武 井さ ん。

そ ば 打ち 歴 半 年 にして

その 腕 前は玄 人 はだし。（写真 ：下）
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白

且

匸

片

寸

砲

‥

ゾ

イ

匸

匸

匸

囗

ヅ

川

る

２
年
　
福
井
　
聖
花

４
年
　
久
慈
　
友
美

６
年
　
久
慈
　
　
裕

６
年
　
小
松
　
由
佳

５
年
　
八
戸
　
雅
子

４
年
　
福
士
　
楓
人

６
年
　
山
舘
　
清
哉

４
年
　
細
谷
　
菜
摘

４
年
　
川
内
　
優
太

６
年
　
久
慈
　
和
弥

５
年
　
三
浦
　
由
寛

５
年
　
青
木
　
果
歩

６
年
　
清
水
　
　
大

５
年
　
久
慈
　
昂
大

５
年
　
福
士
か
れ
ん

６
年
　
細
谷
　
咲
奈

巳
年
　
柿
崎
英
梨
子

４
年
　
青
木
　
　
彩

６
年
　
細
谷
　
健
人

４
年
　
小
笠
原
綾
香

☆
人
位
　

本

を
読
む
と

心
が
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年
　

坂
本
　

百
佳

☆
地
位
　

本

の
文
字
と

き
ど

き
外
に
で
て
み

た
い
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　

吉
崎
　

里
奈

７　●児童川柳/ウエスズコーナー

おかじょうき

川柳社

八戸

むさしさん

選　評

みなさん！本が好きです

か。

おじさんは本の虫です。

でも今回集まった句は

すくなかったなあ。

ところで、少ない句の中

に「本の中」で始まる句が

4句もあってい驚きました。

そうですね、本を読んで

いると夢中になって本の中

の世界に入りこんでしまう

ことがありますよね。

本をたくさん読むと川柳

がうまくなれそうな気が

しませんか？

人位　びっくりしました。すご

いことみつけました

今度は575で作ってね

地位　これもすごい。文字が行

列を作って本から出てきそうで

感動しました。

天位　本の中からまた別の世界

につながっているなんて考えた

だけでも千愛さんの世界はすご

い。

Wes's　
corner

ウェスのコーナー



お 知 ら せ

情 報 局

車
の
引
つ
越
し
も

忘
れ
ず
に

自

動

車

税

の

納

税

通

知

書

は

、

原

則

と

し

て

自

動

車

検

査

証

に

記

載

さ

れ

て

い

る

住

所

に

お

送

り

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

引

っ

越

し

等

で

住

所

が

変

わ

っ

た

と

き

に

は

、

運

輸

支

局

等

に

お

い

て

住

所

の

変

更

登

録

の

手

続

き

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

す

ぐ

に

変

更

登

録

が

で

き

な

い

場

合

に

は

、

村

役

場

の

窓

口

に

備

え

付

け

の

専

用

は

が

き

に

よ

り

県

税

事

務

所

に

ご

連

絡

を

い

た

だ

け

れ

ば

、

納

税

通

知

書

を

新

し

い

住

所

に

お

送

り

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ま

た

、

県

税

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

【
耳

谷

く

背

司

｀
回

の｛

ふ

Ｏ
ヨ
Ｏ
ご

゜

咨
ご
匹
回
ぺ
】

の
中

の
「
自
動
車

税
住
所
変
更
届
」
か
ら
も
、
自

動
車
税
の
住
所
変
更
の
届
出
を

す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
事
後

処
理
の
都
合
上
、
４
月
上
旬
ま

で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
税
事
務
所

課
税
第
三
課

ａ
ｏ
１
７
－
７
３
４
－
9
9
7
4

回
収
し
ま
す

古
い
電
話
帳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で

は
、
３
月
中
に
順
次
、
新
し
い

電
話
帳
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
に
な

ら
れ
て
い
る
電
話
帳
は
、
新
し

い
電
話
帳
と
お
取
替
え

い
た
し

ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保

護
と
し
て
、
紙
資
源
の
節
減
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
回
収
し
た

古

い
電
話
帳
か
ら
新
し

い
電
話

帳
を
つ
く

る
、
電
話
帳
循
環
型

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
配
達
員
に
渡
せ
な
か
っ

た
方
は
後
日
改
め
て
回
収
に
伺

い
ま
す
の
で
、
下
記
「
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で

ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い

し

ま

す

。

※
問
い
合
わ
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル

一
1
0
1
2
0－

５
０
６
－

３
０
０
Ｊ

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

皆
さ
ん
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
は
、
将
来
の
生
活

保
障
の
ひ
と
つ
と
し
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金

が
減
額

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
病
気

や
事
故
な
ど
、
万
が
一
の
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、

も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
を

確
実
に
納
め
る
方
法
と
し
て
、

金
融
機
関
の
口
座
振
替
を
利
用

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

便
利
で
安
心
・
確
実
な
口
座
振

替
を
活
用
し
て
、年
金
受
給
権
を

確
か
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

※

問

い

合

わ

せ

先

青
森
社
会
保
険
事
務
所

容
０
１
７
－
７
３
４
－
7
4
9
0

住
宅
金
融
公
庫
よ
り

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー

ン
を
ご
返
済
申
で
、
最
近
の
不

況
に
伴
う
失
業
や
収
入
の
減
少

で
返
済
に
お
困
り
の
方
に
対
し

て
、
次
の
よ
う
な
返
済
方
法
の

変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
返
済
期
間
の
延
長
（
最
長
1
5

年
）

②
元
金
据
置
期
間
の
設
定
（
最

長
３
年
）

⑤
元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引

き
下
げ

取
扱
期
間
は
、
平
成
1
6年
３
月

末
ま
で
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

住

宅

金

融

公

庫

東

北

支

店

ａ

０

２
２
－

２
２

７
－

５
０

０
（
ｊ

農
薬
の
使
用
法
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

農
薬
取
締
法
が
昨
年
1
2月
に

改
正
さ
れ
、
平
成
1
5年
３
月
1
0

囗
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

青
森
県
で
は
、
食
の
安
全
に

対
す
る
県
民
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
た
め
、
農
家
の
皆
さ
ん

に
農
薬
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
適
正
使
用
を
普
及
啓
発
す
る

「
青
森
県
安
全
・
安
心
産
地
づ

く
り
農
薬
適
正
使
用
運
動
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

〈
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
〉

【
製
造
販
売
業
者
】

①
無
登
録
農
薬
の
製
造
・

輸
入
・
販
売
の
禁
止

②
無
登
録
農
薬
を
登
録
が

あ
る
も
の
だ
と
誤
解
さ

せ
る
宣
伝
の
禁
止

【
生
産
者
（
農
家
）
】

③
無
登
録
農
薬
、
使
用
が

禁
止
さ
れ
た
農
薬
の
農

産
物
へ
の
使
用
禁
止

④
農
薬
使
用
時
の
農
薬
使

用
基
準
の
遵
守

違反 すると

法
律
違
反
の
罰
則
強
化

３
年
以
下
の
懲
役

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

※
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
農
業
班

容
２
７
－
2
1
1
3

３ 月

お

ね

が

い

温
暖
化
防
止
の
た
め

省
エ
ネ
に
心
掛
け
ま

し
よ
う
。

お知らせ情報局●　8



教
育
委
員
会
よ
り

み
な
さ
ん
、
最
近
、
本
を
読

ん
で
い
ま
す
か
。
寒
く
て
家
の

中
に
こ
も
り
が
ち
な
こ
の
時
期
、

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
も
い
い
で
す

が
、
ゆ
っ
く
り
読
書
は

い
か
が

で
し
よ

つヽ
。

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
の

図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
絵
本
、

推
理
小

説
、
料
理
本
、
話
題
の

新
刊
と
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
そ

ろ
え
て
い
ま
す
。

平
成
1
4年
度
は
、
一
般
の
部

は
、
話
題
の
「
「

リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」

や
「
老
い
て
こ
そ
人
生
」
な
ど

7
3冊
を
、
ま
た
児
童
図
書
で
は
、

「
し
ら

ゆ
き
ひ

め
」

や

「
デ
ィ

ズ
ニ
ー
」
な
ど
5
9冊
を
購
入
し

ま
し
た
。

県
立
図
書
館
や
ア
ウ
ガ
の
図

書
館
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
本
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
で
き

る
限
り
、
み

な
さ
ん
の
ご
要
望
に
お
応
え
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
読
み
た
い

本
が
あ
る
と
き
は
リ
ク
エ
ス
ト

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

容
３
１
－
3
1
1
1

最
新
着
図
書
紹
介

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
化
決
定
！

「
ア
バ
ラ
ッ
ト
」

ク
ラ
イ
ヴ

ー
バ
ー
カ
ー
著

懐
か
し
の
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な

し
決
定
版
！

「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
1
0
1
」

川
内
彩
友
美

編

お
願
い

ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
本
は

あ
り
ま
せ

ん
か
。
も
う
読
ま
な

く
な
っ
た
け
ど
捨
て
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
し
、
と

い
う
本
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
寄
贈
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

傘
松
川
柳
同
好
会

＠
よ
げ
し

ゃ
べ
り
人
の
ア
コ
モ

コ
嫁
の
な
の

国
　
代

＠

か
ら
き
じ
で
と
う
立
て
ま
っ

て
婆
々
二
人

藤
　
久

○
方
言
に
ほ
ご
り
コ
も
っ
て
今

囗
も
生
き

藤
　
正

瑤
な
ん
ぼ
泣
い
だ
べ
の
拉
致
の

二
十
四
年

勝
　
子

○
け
や
ぐ
待
つ
一
升
瓶
か
が
ち

や
く
ち
ゃ
ね

勝
　

美

ｅ

あ
ど
ぱ
た
り
嫁
と
姑
の
じ
ゃ

つ
ぱ
汁

絹
　
枝

○
え
き
な
が
り
そ
り
け
で
歩
り

て
と
っ
け
ら

が
る

森
　
勝

○
津
軽
弁
こ
れ
が
わ
だ
す
の
シ

ヨ
ー
ジ
ン
語

久
　
子

・

こ
の
酒
こ
な
ん
ぼ
め
酒
こ
も

う
い
っ
ぺ

樫
　
吾

○
活
い
い
な
鯵
の
た
だ
き
の
あ

ど
は
だ
り

瓢
　

一

3月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　 事　　　　 名 場　　　　 所 時　間 担　　 当

３／３ 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30 教 育 委 員 会

５ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

10 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30 々

12 水 蓬田中学校卒業式 蓬　 田　中　学　 校|

々 々 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 教 育 委 員 会

17 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30 々

19 水 蓬田幼稚園卒園式 蓬田 保育 所 ホ ー ル

々 々 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 教 育 委 員 会

20 木 蓬田小学校卒業式 蓬　田　小　学　 校

24 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30 教 育 委 員 会

25 火 日本脳炎予防接種（第１同田 蓬　田　診　療　 所 13 : 00 住 民 生 活 課

26 水 蓬田保育所修了式 蓬 田 保育 所 ホ ー ル

々 々 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 教 育 委 員 会

31　　j　 月

｜
書道教室　　　　　　　　　　　　　　　ぺ↑1　央　公　民　 館 13 : 30 々

9　●傘松川柳同好会／行事予定表



今が旬

『ふのリ採り』
役場の下の海岸では、ただいまふのりの最盛期。

一心不乱にふのりを採っているこの女性、なんと中里町からわ

ざわざこのためにやってきたという長利さん。

恥ずかしいからと顔を上げてくれませんでしたが、「実は昨日

も来たの」と笑って話してくれました。向こうでは、蓬田でふの

りが採れるという話は結構知られているらしいです。

み
～
つ
け
た

155

木
戸
タ
ヨ
さ
ん
（
瀬
辺
地
）

の
お
宅
で
古
い
切
符
を
見

つ
け

ま
し
た
。

こ
れ
は
津
軽
線
が
開
通
し
た

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
五
日
、

記
念
に
と
購
人
し
た
も
の
。
瀬

辺
地
－

大
釈
迦
間
で
料
金
は
八

十
円

（
ち
な
み
に
現
在
は
七
四

〇
円

）
。
こ
れ
だ
け
で
も
大
変

貴
重
で
す
が
、
さ
ら
に
裏
面
を

見
る
と
、
な
ん
と
発
行
１
枚
目
。

木
戸
さ
ん
、
き
っ
と
朝
早
く

か
ら
並
ん
だ
ん
で
し
ょ
う
ね
。

(表)

(裏)

の
囗

籍戸

窓

人口と世帯数

１月31日現在　前月比

総人口　3,623 人　 （－2 ）

男　　1,708 人　 （－2 ）

女　　1,915 人　 （土Ｏ）

世帯数　1,100 世帯（－３）

１月受付分

お誕生おめでとうございます

船橋　小雪 憲　 治
奈緒美

長女

おくやみ申し上げます

坂本　タマ（中　　沢　89歳）

中川富太郎（郷　　沢　78歳）

青木　龠光（阿弥陀川　77歳）

小鹿　チヤ（長　　科　72歳）

坂本　武正（中　　沢　65歳）

お
詫
び
と
訂
正

広

報

よ
も

ぎ

た

２

月
号

で

誤

り

が
あ
り

ま

し

た

の

で

お
詫

び

し

て

訂
正
し

ま
す
。

▼
む

ら
の
で
き
ご
と
あ

れ
こ

れ

「
全
国

ベ
ス
ト
８

お
め
で
と
う
！
」

正誤

－

「
藤

田

祐

己

く

ん

」

―

「
藤

田

裕

己

く

ん

」

▼
戸
籍
の
窓
口

正誤
「

盛

秋

雄

さ

ん
（
瀬

辺

地

）
」

「

盛

秋

雄

さ

ん
（
広
　

瀬

）
」

編
　
集
　
後
　
記

４
月
号
よ
り
本
誌
は
全
面
白

黒
に
な
り
ま
す
。
表
紙
の
カ
ラ
ー

が
な
く

な
る
の
は
寂
し

い
で
す

が
、

さ
ら
な
る
内
容

充
実
に
努

め
ま
す

の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご

理
解

、
ま
た
、
今
ま

で
と
同
様

の
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

戸籍の窓口●10


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10

